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州
に
あ
る
チ
ャ
イ
ナ
レ
イ
ク
海
軍
へ
い
き
セ
ン
タ
ー

の
模
擬
目
標
に
到
達
し
た
。
英
国
の
軍
事
専
門
誌

「
ジ
ェ
ー
ン
・
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」

の
八
月
二
十
日
号
が
米
国
防
省
の
統
合
巡
航
ミ
サ
イ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部
の
発
表
と
し
て
伝
え
た
も
の

（
八
月
三
十
一
日
「
神
奈
川
」
）
。
射
程
距
離
が
対

地
通
常
型
よ
り
も
大
き
い
こ
と
か
ら
核
弾
頭
型
の
訓

練
弾
だ
っ
た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。

●
八
月
十
五
日

「
県
民
運
動
」
知
事
と
の
面
会
を
求
め
て
県
庁
前

で
座
り
込
み
を
始
め
る
。
横
須
賀
で
は
「
市
民
の
会
」

が
九
項
目
に
わ
た
る
公
開
質
問
状
を
市
長
に
提
出
。

I

非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
」
は
毎
日
デ
モ
を

開
始
。フ
ァ
イ
フ
、
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
は
ハ
ワ
イ
に
。

●
八
月
十
六
日

長
洲
神
奈
川
県
知
事
、
記
者
会
見
で
「
事
前
協
議

が
な
い
か
ら
非
核
三
原
則
が
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

説
明
で
は
県
民
の
不
安
は
解
消
で
き
な
い
」
「
今
ま

で
よ
り
一
歩
踏
込
ん
だ
対
応
を
検
討
し
て
い
る
」
と

表
明
。

●
八
月
十
八
日

一
県
民
運
動
」
は
十
七
日
に
座
り
込
み
を
解
き
、

こ
の
日
副
知
事
と
面
会
。
核
の
有
無
に
つ
い
て
の

ー
神
奈
川
判
断
」
を
求
め
た
，

二
隻
ハ
ワ
イ
を
出
港
。
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＇
プ
が
ア
ン
ケ
ー
ト
一

8月2弓日「神奈川」

●
六
月
二
十
一
日

米
軍
極
東
放
送
網

(
F
E
N
)
の
ニ
ュ
ー
ス
が

「
フ
ァ
イ
フ
と
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
か
や
が
て
こ
の
夏
に

横
須
賀
に
配
備
さ
れ
る
」
と
放
送
。
八
月
入
港
の
前

触
れ
。

●
七
月
十
九
日

I

核
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
横
須
賀
母
港
に
反
対
す
る

市
民
の
会
J

(
世
話
人
・
斉
藤
淑
子
さ
ん
ら
七
人
…

以
下
『
市
民
の
会
』
と
略
）
が
十
三
万
七
千
人
分
の

署
名
を
横
山
横
須
賀
市
長
に
提
出
、
同
時
に
四
十
人

以
上
の
市
民
が
出
席
し
て
市
長
と
の
直
接
交
渉
を
行

う
。
市
長
は
｛
安
保
を
容
惚
す
る
立
場
か
ら
母
港
反

対
と
は
言
え
な
い
」
。

●
七
月
二
十
四
日

海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
「
な
だ
し
お
l

が
遊
漁
船

「
第
一
富
士
丸
」
と
衝
突
、
三
十
人
か
犠
牲
に
。
自

衛
隊
の
人
命
軽
視
と
と
も
に
超
過
密
の
東
京
湾
の
危

険
性
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
ぼ
り
と
な
る
。

●
八
月
二
日

「
横
須
賀
を
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
母
港
に
さ
せ
な
い

県
民
運
動
」
（
田
村
清
代
表
・
：
以
下
『
県
民
運
動
』

と
略
）
が
県
知
事
に
九
万
五
千
人
分
の
署
名
を
提
出
｀

「
母
港
反
対
」
の
意
思
表
示
を
求
め
た
。
県
知
事
は

「
気
持
ち
は
皆
さ
ん
と
同
じ
だ
。
今
、
対
応
を
検
討

し
て
い
る
」
と
答
え
た
。

●
八
月
九
日

フ
ァ
イ
フ
、
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
が
相
次
い
で
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
を
出
港
、
横
須
賀
に
向
か
う
。

●
八
月
九
日

長
埼
市
の
本
島
等
市
長
、

る。

「
平
和
宣
言
」
を
発
す

「
非
核
三
原
則
が
国
是
と
な
っ
て
二
十
＇
年
、
そ

の
空
洞
化
は
最
早
許
さ
れ
な
い
時
に
き
た
。
ア
メ
リ

カ
の
艦
船
の
寄
港
に
対
し
て
、
日
本
政
府
は
主
体
性

を
持
っ
て
核
兵
器
の
有
無
を
検
証
し
、
非
核
三
原
則

を
殿
し
く
守
る
立
場
を
鮮
明
に
す
る
べ
き
で
あ
る
―

●
八
月
十
日

フ
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南
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リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
沖
で
垂
直
発
射

装
置

(
V
L
S
)
か
ら
対
地
攻
撃
用
ト
マ
ホ
ー
ク
の

訓
練
弾
一
発
を
発
射
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
は
千
四
百
三

十
六
キ
ロ
を
飛
ん
で
、
予
定
通
り
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

つしJ: JIU 
／にてる，•，1」.r 
』ばと 1Jiり I)

し‘［こ：
し＼仙I'J i・ 
とこし＼一→

；9 (}）てii

ぇi,i‘に

た 41 I I I ち
.)、i'i iゞi、

f.9ヽ 、．ク I:,i
i‘J i })し9.t i ; 
! !:':’',I_ I『9』
,9,  { I → •ノ‘., 1 
', v”•IJ‘! ● 9 l 
な：こ,iiしい

こ！くめ地
XI ~こに

I i」：；し 1 I、
い，・「 Iに I:も
J) シし ！ h ず
:;人; 1 ↓心f •I、ヽ＼上
i)‘ { t, U) 。一人
1,LJ c',:アら
丸99 1 ｛，トン、： t 

(/) (/)ケご

i,’! i'、J I i、
•,i 1,'< !‘こ'.;

i'i.  "’.'」 191 ̀  ~ 
配しc fi,  :L 
伯j ‘U) i）h今
にliI』！ぷ，i,フ
41 ! i I I !4! 9' 
占柘',か 1‘
I人，Li ・フ
I•L:」‘し[ iと
99,t, 1 l l' i•I ( 
9 ]、 l, II I 
しによシ

-c，↓切でフ、
(;¥品に紐と

るのよハ
ーレ‘
‘一., C -
と 1吐よー）J
力＼ I ！ ! ~') | 
1りJ 化、 I卜こ に
ら ‘’IL
かをそ u)
に拒れ 1l:I
な心に hl

ア

シ

ケ

ー

ト

は

一

核

ト

マ

ホ

ー

ク

に

う

，

；

イ

フ

・

ハ

ン

カ

ー

ヒ

ル

）

り

悩

刈

昌

屑

化

に

反

対

す

る

r

f

J

い

の

へ

ご

斎

禄

淑

子

さ

ん

ら

代

表

）

か

火

施

し

た

t

:

『

月

二

十

一

日

、

悩

叫

四

巾

稲

岡

町

の

一

一

豆

公

園

、

臼

巾

衣

哀

栄

町

の

J

C

定

荘

店

山

な

と

巾

囚

し

力

所

て

行

っ

こ
。t
 

四

四

ば

中

均

行

、

A

松

一

い

面

則

ば

守

ら

れ

て

い

る

と

炉

い

土

す

か

L
う

ァ

イ

フ

・

バ

ン

カ

ー

ヒ

ル

3

脳

俎

釣

母

氾

化

に

つ

い

て

い

二

紺

の

ほ

氾

を

叩

に

し

て

、

仙

山

巾

蛉

に

同

を

堕

み

ま

す

か

ー

の

三

rn

旦

回

笞

者

は

十

代

か

ら

じ

9
代

よ

で

の

男

女

凪

ハ

．

口

て

人

C

砧

屯

は

I

J

に

つ

い

一

J

｀

ル

該

三

横須賀

似

叫

か

守

ら

わ

て

い

な

い

と

芯

え

た

人

か

几

八

・

八

知

次

い

て

ー

と

ち

ら

と

も

い

＇

穴

い

，

（

：

こ

．

八

oん
□

わ
か
ら
な
い
二
て
(
•
八

oパ
）

と

な

っ

て

い

る

虞

は

汎

化

に

つ

い

て

は

、

反

対
ぷ
六
0
•
八
％
、
一
や
む
を
え

な

い

」

か

―

-

i

.

-

―

-

%

、

続

い

て

「

ね

か

ら

な

い

l
(
-
h
.
.
/
9
0
.

と

な

り

、

．

い

成

」

は

わ

ず

カ

―

_

.

U
,
r
•
こ
—
,
J

り
i
g

9

I

.

7

□
5
心

入

り

望

ぶ

い

い

祉

↑

知

て

あ

る

い

ー

、

11氾
化

を

ぃ

出

し

て

は

し

い

□

11パ
・

・

訟
}
-
J
I
じ

5
c
i
i
戌
叫
を

k
め

ご

ば

し

ぃ
―
へ
『•
L
.
-
r：二
、
m
，
い
V
J

そ

ヽ

か

良

立

＇

，

真

‘

り

＇

＂

久

ご

仁

叫

と

i

心

に

、

こ

J

i

，

ぐ

，

ロ

ー

，

か

と

っ

て

き

た

外

が

11
に

り

）

る

J

I

に

1

仰
門

5
加

守

へ

い

は

ふ

一

た

け

て

な

く

、

i

炉

い

j

c

.. 
,
 

ん

た

対

応

を

町

行

し

て

い

る

こ

と

か

凹

ら

か

に

な

ぅ

た

J

こ

の

帖

釈

に

つ

い

て

り

よ

て

は

両

脳

の

母

氾

化

け

成

長

い

え

仁

人
ぱ
わ
す
か
に
こ
•
四
図
や
む

茫

え

な

い

と

＂

い

え

た

＇

、

は

、

こ

れ

ま

言

も

し

ば

じ

に

か

班

ヮ

だ

っ

と

と

あ

さ

ら

め

、

必

臼

的

に

ば

反

刈
心
~
ぷ
ー
、
も
9
い
と
坊
え
ら
れ

-
3
'
と

分

I

i

l

（

こ

れ

た

け

山

民

3
ば

汀

か

ふ

・

3
の

に

一

市

ば

叫

と

し

ご

り

か

丁

、

外

わ

省

の

号

こ

こ

を

い

し

．

J

と

い

っ

向

苫

ば

か

リ

八

叫

巾

卜

か

心

助

み

ー

ぃ

＇

ハ

こ

，

灯

を

口

ぜ

て

い

る

の

に

、

叫

b

;

 

,
'
,
1
)
I
し
J
,
‘

.
,
9
,
‘
"
9
9
,
1
1
,
,
i
‘
9
,
,

t

『

9

イ
，
．． 

，
 

;

'

玉

J

＼

｛

入

＼

と

し

て

、

、

テ

5

9

‘

I

・

9

)

r

ヽ

i

l

>

ロ

ビ

・

い

払

，

＾

札

を

し

た

い

と

し

こ

＼

i

3

l

し
＇

3

贔
5
8
%
「
守
ら
れ
て
い
な
い
」

「
市
長
は
拒
否
を
」

5
6
%

、``
ょ
．
｀



（円） mi i20C！蝕 1988年9月10日発印増刊号（遍春3サ号）月刊反トマホーク迪に(J988年6月18日第三種郵使物如J) (1 988年6月18H第三種郵使物；詞）月刊反トマホーク辿｛己鰐月••回20 日発fi l988年 9 月 10 日発行1!1預号（遍巻35号）（ 4)

●
八
月
十
九
日

広
島
の
こ
L

ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
8
8
実
行
委
員
会
」

一
万
二
千
余
人
分
の
署
名
を
県
知
事
に
提
出
。
「
母

港
化
す
れ
ば
呉
へ
の
入
港
も
必
至
で
す
。
被
曝
地
の

自
治
体
と
し
て
母
港
化
に
反
対
を
」
。

N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
が
「
両
艦
の
入
港
は
八
月
三
十

一
日
」
と
報
道
。

●
八
月
二
十
一
日

横
須
賀
で
母
港
化
反
対
の
市
民
デ
モ
。
約
百
人
が

参
加
。
「
市
民
の
会
」
は
市
内
七
ヵ
所
で
市
民
六
百

二
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
一
卜
調
査
。
「
母
港
化

反
対
」
が
六

0
・
八
％
、
「
賛
成
」
は
わ
ず
か
ニ
・

四
％
。
（
詳
し
く
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
）
。
広
島
で
は

原
爆
ド
ー
ム
前
と
呉
市
内
で
座
り
込
み
。

●
八
月
二
十
二
日

「
反
ト
マ
首
都
圏
運
動
」
、
東
京
・
銀
座
通
り
で

デ
モ
。

●
八
月
二
十
六
日

在
日
米
海
軍
当
局
、
フ
ァ
イ
フ
と
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル

が
八
月
三
十
一
日
横
須
賀
に
入
港
す
る
と
発
表
。

横
須
賀
市
、
神
奈
川
県
、
長
崎
市
、
佐
世
保
市

非
核
の
証
明
を
求
め
た
自
治
体

●
八
月
二
十
八
日

ョ
コ
ス
カ
市
民
グ
ル
ー
プ
の
定
例
デ
モ
。
ゲ
，

前
で
の
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
は

に
力
が
入
る
。

●
八
月
二
十
九
日

長
洲
神
奈
川
県
知
事
は
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
｛

使
と
会
見
、
「
入
港
を
中
止
ま
た
は
延
期
し
て
ほ
し

い
」
「
入
港
す
る
場
合
に
は
核
が
な
い
こ
と
を
示
し

て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
た
が
、
大
使
は
「
入
港
の
中

止
、
延
期
は
難
し
い
。
非
核
三
原
則
は
尊
重
す
る
が

特
定
の
場
所
に
核
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
を
明
ら
か

に
し
な
い
の
が
米
国
の
政
策
だ
」
と
答
え
た
。
知
事

は
続
い
て
宇
野
外
務
大
臣
に
も
「
非
核
の
裏
付
け
」

を
求
め
た
か
＿
事
前
協
議
が
な
い
」
と
は
ね
か
え
さ

れ
た
。
一
方
、
横
山
横
須
賀
市
長
も
外
務
大
臣
に
要

請
し
た
が
答
え
は
同
じ
C

安
保
条
約
に
も
と
づ
く
随

時
協
議
を
と
の
申
し
入
れ
も
拒
否
。
外
務
大
臣
は
言

っ
た
「
非
核
三
原
則
は
守
ら
れ
て
い
る
。
私
を
信
頼

し
て
く
れ
」

「
反
ト
マ
ホ
ー
ク
全
国
運
動
」
も
梅
林
代
表
と
京

都
の
吉
田
満
智
子
さ
ん
（
吉
田
さ
ん
は
二
十
一
日
以

来
神
奈
川
に
滞
在
し
運
動
に
参
加
し
て
い
た
）
が
外

務
省
に
非
核
の
明
確
化
と
そ
れ
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
は
母
港
化
を
拒
否
す
る
よ
う
要
請
。
応
対
に
出
た

猪
俣
課
長
補
佐
―
政
府
は
国
民
に
よ
く
説
明
し
て
き

て
い
る
。
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
は
国
民
が
悪
い
。

政
策
を
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
j
。
こ
の
日
ま
で
に

外
務
省
に
と
ど
い
た
母
港
化
拒
否
を
求
め
る
ハ
ガ
キ

は
三
―
―
一
五
通
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。

●
八
月
三
十
日

墳
須
賀
市
議
会
ー
ト
マ
ホ
ー
＇
ク
笙
二
隻
の
入
港
見

心
わ
せ
l

を
政
府
に
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で

採
択
長
訓
県
紅
事
は
記
者
会
見
て
政
府
の
態
度
へ

の
不
満
を
表
明
。

神
奈
川
県
と
横
須
賀
市
か
ら
の
事
実
確
認
に
対
し

て
、
外
務
省
は
「
垂
直
発
射
装
置
の
装
備
は
確
認
し

て
い
る
。
事
前
協
議
が
な
い
以
上
、
核
の
持
ち
込
み

に
対
し
て
疑
い
は
も
っ
て
お
ら
ず
、
改
め
て
確
認
す

る
必
要
は
な
い
」
と
回
答
し
た
。

「
市
民
の
会
」
は
横
須
賀
市
議
会
に
請
願
書
を
提

出
し
た
。

●
八
月
二
十
七
日

「
市
民
の
会
」
が
市
長
と
直
接
交
渉
。
十
五
日
に

提
出
し
た
公
開
質
問
状
へ
の
回
答
を
求
め
る
。
市
長

は
直
接
外
務
省
に
出
向
き
市
民
か
ら
十
三
万
以
上
の

署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
、
核
兵
器

の
持
ち
込
み
が
絶
対
に
無
い
こ
と
を
、
今
ま
で
よ
り

明
確
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
求
め
る
、
と
し
な
が

ら
も
入
港
そ
の
も
の
を
拒
否
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、

と
こ
れ
ま
で
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
「
市
民
の

会
」
は
入
港
拒
否
を
求
め
て
市
庁
舎
前
で
の
座
り
込

み
に
入
る
。

佐
世
保
市
の
も
熊
獅
市
長
、
外
務
大
臣
に
申
入
れ

書
を
提
出
。
二
両
檻
は
今
後
佐
世
保
へ
の
出
入
港
が

予
想
さ
れ
る
」
一
非
核
三
原
則
の
空
洞
化
を
恐
れ
る
、
｀

市
民
の
疑
義
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
非

核
三
原
則
の
堅
持
を
米
国
に
申
し
入
れ
、
政
府
も
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
る
中

E
 

容
。
こ
れ
は
現
地
の
一
核
艦
船
寄
港
阻
止
現
地
闘
争

本
部
」
か
ら
の
申
し
入
れ
（
二
十
六
日
）
に
答
え
る

形
で
行
わ
れ
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
非
核
都
市
宣
言
な

ど
に
つ
い
て
も
一
非
核
三
原
則
を
順
守
す
る
こ
と
で

大
丈
夫
」
と
強
訓
し
て
き
た
同
市
長
の
姿
勢
か
ら
す

れ
ば
極
め
て
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。

横
須
賀
で
は
夜
、
県
評
な
ど
で
つ
く
る
「
現
地
闘

争
本
部
」
主
催
の
集
会
と
デ
モ
。
市
民
も
多
数
参
加
。

夜
七
時
に
は
横
須
賀
中
央
駅
前
で
＿
非
核
市
民
宣
言

運
動
ヨ
コ
ス
カ
」
の
呼
び
か
け
で
徹
夜
の
座
り
込
み

が
始
ま
っ
た
。

●
八
月
三
十
一
日

朝
六
時
半
、
ヨ
コ
ス
カ
平
和
船
団
が
行
動
開
始
。

三
隻
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
臨
海
公
園
を
出
発
、
二
隻
の

接
岸
す
る
バ
ー
ス
付
近
に
何
時
で
も
来
い
と
陣
取
る
。

近
く
の
海
岸
か
ら
は
モ
ー
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
ニ
隻
、
そ
し

幽

海〇！卜の写真が無くて残念

＼へ；

i 

,,,-,, 

夕:::~...%、

「ゴムボートあります。使って下さい、塙

所と時聞を指定してくれれば持っていきます

」ヨコスカの仲Ili]にこんな手紙が届いた。人

々の確かな思いに文えられて「平和船l1J」は

海に出た。

その一方で、ますますやりにくくなってき

たのか、チャーター船での抗ぷ行勅。そもそ

しの船不足、その筋からの横槍などで2斐確

保がやっと。カンパをくれた人ありがとう。

でも残念。港まで来て、束れなかった人、こ'

めんなさい。この顛水は次号で…。

「
私
を
信
じ
ろ
」て

ヨ
ッ
ト
一
隻
。
横
浜
か
ら
は
一
県
民
運
動
」
の
チ

ャ
ー
タ
ー
船
二
隻
が
横
須
賀
に
向
か
う
。
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
は
残
念
な
が
ら
故
障
で
引
き
返
さ
さ
る
を
え

な
か
っ
た
＾
，
ヨ
ソ
ト
も
風
（
が
な
い
こ
と
）
に
泣
か

さ
れ
た
。
ゴ
ム
ポ
ー
ト
は
威
力
を
最
高
に
発
揮
。
ニ

隻
に
数
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
ま
で
肉
薄
し
抗
議
の
意

思
表
示
。
チ
ャ
ー
タ
ー
船
は
フ
ァ
イ
フ
に
は
間
に
合

わ
な
か
っ
た
が
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
を
迎
え
撃
つ
形
で
兵

士
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返

し
た
C

こ
れ
ら
を
含
め
て
当
日
の
抗
議
船
は
約
二
十

隻
¢
抗
議
船
の
倍
以
上
の
誓
備
艇
に
守
ら
れ
て
、
フ

ァ
イ
フ
は
八
時
四
十
五
分
、
ハ
ン
カ
ー
ヒ
ル
は
九
時

四
十
五
分
に
接
岸
。
あ
っ
け
な
い
[
母
港
化
」
の
瞬

間。
陸
上
で
は
一
現
地
闘
争
本
部
j
が
浦
賀
水
道
を
の

ぞ
む
観
音
埼
で
抗
議
行
動
つ
正
午
か
ら
―
市
民
の
会
」

一
県
民
運
動
」
よ
び
か
け
の
市
内
デ
モ
。
主
婦
が
目

立
つ
約
二
百
人
の
参
加
ニ
ナ
モ
の
解
散
後
は
市
庁
舎

で
の
座
り
込
み
に
合
流
し
た
。
夜
に
は
基
地
ゲ
ー
ト

前
に
集
り
、
基
地
司
令
官
に
抗
諾
文
を
届
け
た
。

と
つ
っ
ぱ
ね
る
政
府 総員起立で意見書を採択した横須賀市議会
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降
下
で
、

い
か
に
も
「
韓
国
的
」

で
あ
る

に
よ
る
メ
イ
ン
・
ス
タ
ジ
ア
ム
ヘ
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

で
は
第
二
十
四
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
開
か
れ
る

と
い
う
。

桂

史
上
初
の
反
戦
反
核
国
際
会
議

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
、
ソ
ウ
ル
で
「
韓
半
島
の
平
和
と

統
一
の
た
め
の
世
界
大
会
お
よ
び
汎
民
族
大
会
―
が
開
か
れ
た
。
反
戦
、
反
核
、

統
一
を
公
然
と
掲
げ
た
こ
の
よ
う
な
会
議
は
歴
史
上
は
じ
め
て
の
こ
と
。
主
催

者
に
は
昨
年
六
月
以
来
の
民
主
化
闘
争
を
リ
ー
ド
し
た
主
要
な
在
野
勢
力
の
人

々
が
顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
「
反
ト
マ
運
動
」
の
梅
林
宏
道
さ
ん
も
日
本
か
ら

の
代
表
団
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
。
熱
気
と
感
動
に
満
ち
た
会
議
の
レ
ポ
ー

ト
は
次
号
以
降
に
。

□ オ事1) の
ン区
示

ヒ典

ヅ l
ク 1

カ
ー
ル
ピ
ン
ソ
ン
な
ど
三
個
米
空
母
暇
闘
団
（
三

十
隻
、
三
百
機
）
が
朝
鮮
海
峡
に
ひ
し
め
き
、
陸
上

で
は
、
プ
ラ
ッ
ク
ペ
レ
ー
（
韓
国
軍
特
殊
部
隊
）
の

特
攻
隊
一
万
人
を
中
核
と
す
る
直
・
警
十
二
万
人
の

警
備
団
が
競
技
湯
を
取
り
巻
き
、
上
空
に
は
F
1
6
戦

闘
機
が
旋
回
す
る
と
い
う
、
文
字
通
り
硝
煙
立
ち
込

め
る
な
か
で
、
来
る
九
月
十
七
日
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル

そ
の
開
会
式
を
飾
る
メ
イ
ン
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
ま
た
、
韓
国
軍
の
プ
ラ
ッ
ク
ベ
レ
ー
、

（
特
殊
部
隊
）

九
月
八
日
、
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
が
駆
逐
艦
オ
ル
デ
ン
ド
ル
フ
を
伴
っ
て
横

須
賀
を
出
港
し
て
い
っ
た
。
行
先
は
日
本
海
。
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
誓

護
—
の
作
戦
行
動
の
た
め
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
、
米
国
は
二
個
空
母
機

動
部
隊
を
日
本
海
に
派
遣
し
、
海
上
自
衛
隊
と
の
共
同
演
習
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
フ
ァ
イ
フ
と
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
も
間
も
無
く
そ
れ
に
加
わ
る
。
統
一
と
平
和

を
願
う
朝
鮮
半
島
の
人
々
の
胸
も
と
に
ト
マ
ホ
ー
ク
を
突
き
付
け
る
、
一
母
港

化
―
の
も
う
―
つ
の
素
顔
。

（
ア
ジ
ア
動
向
研
究
会
）

平
和
と
友
好
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
は
、
余
り
に
も
様
相
を
異
に
し
た
、
異
常
な
事
態

で
あ
る
。
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
ま
で
が
「
砲
艦
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
「
軍
事
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
指
摘
す
る
、

こ
の
「
平
時
に
お
け
る
最
大
」
の
軍
事
行
動
は
な
ぜ

ヵ
米
ソ
に
よ
る
南
北
分
断
国
家
の
一
方
で
だ
け
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
開
く
の
は
分
断
を
固
定
化
し
、
対
立
と

緊
張
を
激
化
さ
せ
る
と
い
う
反
対
論
を
押
し
切
り
、

米
日
韓
の
協
力
に
よ
っ
て
ソ
ウ
ル
五
輪
が
決
ま
っ
た

時
、
世
論
は
「
政
治
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
だ
と
称
し
た
。

い
ま
展
開
し
て
い
る
軍
事
行
動
に
つ
い
て
米
日
韓

側
は
「
テ
ロ
の
防
止
」
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
安
全
」

の
た
め
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
、
改
め
て
想
起
さ
れ
る

の
が
、
あ
の
、
疑
問
と
謎
に
包
ま
れ
た
「
大
韓
航
空

機
失
綜
事
件
」
で
あ
る
。
「
北
朝
鮮
側
の
テ
ロ
」
を

理
由
に
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
を
「
孤
立
化
」

し
、
韓
国
「
優
位
j
を
形
づ
く
る
た
め
の
国
際
的
謀

略
の
一
環
で
ば
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
声
で
あ
る
。

員

玉

ソ
ウ
ル
五
輪
と
米
日
韓
軍
事
作
戦

／
ヽ
＼
｀

彎主懇竺雙懇旦l0列懇
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▼
五
月
ご
ろ
か
ら
韓
国
全
域
と
北
東
ア
ジ
ア
は
全

面
的
な
臨
戦
体
制
に
入
っ
た
。

▼
韓
国
軍
の
合
同
参
謀
会
議
議
長
・
百
世
昌
大
将

は
四
月
十
四
日
ひ
そ
か
に
来
日
、
日
本
の
瓦
防
衛
庁

長
官
、
石
井
統
幕
議
長
、
寺
島
陸
幕
長
ら
と
協
議
し

た
後
、
横
田
で
デ
ー
ビ
ス
在
日
米
軍
司
令
官
と
の
協

議
を
へ
て
、
沖
縄
に
飛
び
、
マ
ル
ク
イ
ン
米
海
兵
隊

司
令
官
ら
と
協
議
し
た
C

▼
米
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
力
'
9
1
,
Jy

ピ
ン
ソ
ン
が
五
月
ご
ろ
か
ら
韓
国
海
域
（
日
本
海
）

で
韓
国
海
軍
と
の
演
習
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
行
動

を
開
始
し
、
七
月
一
日
、
（
三
日
に
は
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ

ン
が
航
空
自
衛
隊
と
共
同
訓
練
を
お
こ
な
っ
た
’
4

レ

ン
ジ
ャ
ー
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
も
参
加
す
る
と
の
こ
と
n

▼
ト
マ
ホ
ー
ー
ク
搭
載
の
較
艦
ニ
ュ
，
＇
ジ
ャ
ー
ジ
！

が
駆
逐
眩
二
隻
と
と
も
に
釜
い
I

じ
入
忘

四
日
）
、

玄
l

ら
に
朝
鮮
西
海

と
の
演
習
後
仁
化
に
入
港

（
黄
岩
）

（
七
月
二
十

で
韓
国
圭
軍

（
八
月
：
l

い
i
)
し
た
ァ
，
戟

「
ソ
ウ
ル
五
輪
安
全
」
を
め
ぐ
る
軍
事
展
開
の

端
を
見
よ
う
。

一
米

日

韓

一

体

の

軍

事

展

開

フ
ァ
イ
フ
、
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
も
間
も
な
く

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
警
護
」
に
向
う
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
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艦
ミ
ズ
ー
リ
も
来
援
の
予
定
。

▼
韓
国
軍
は
「
統
一
8
8

」
と
い
う
挑
発
的
な
名
称

の
演
習
を
陸
海
空
、
と
く
に
は
、
ソ
ウ
ル
五
輪
競
技

場
の
上
空
な
ど
で
く
り
か
え
し
て
い
る
。

▼
岩
国
の
海
兵
隊
、
航
空
・
ヘ
リ
部
隊
な
ど
六
千

人
が
韓
国
に
移
動
し
、
四
万
八
千
に
ふ
く
れ
あ
が
っ

た
駐
韓
米
軍
は
米
韓
連
合
軍
の
指
揮
の
下
に
（
韓
国

軍
も
そ
の
作
戦
指
揮
下
に
あ
る
）
臨
戦
体
制
に
突
入

し
て
い
る
（
七
月
か
ら
）
。

▼
八
月
五
日
に
日
程
を
終
え
た
リ
ム
パ
ッ
ク
（
環

太
平
洋
合
同
演
習
）
参
加
の
原
子
力
空
母
ニ
ミ
ッ
ツ

が
イ
ー
ジ
ス
艦
な
ど
約
十
隻
で
特
戦
団
を
編
成
、
ハ

ワ
イ
・
真
珠
湾
で
補
給
後
、
韓
国
海
域
に
入
っ
た
。

ニ
ミ
ッ
ツ
に
は
韓
国
士
官
が
同
乗
し
、
「
視
察
」
の

名
目
で
同
乗
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は

韓
国
も
リ
ム
パ
ッ
ク
に
参
加
し
て
お
り
、
リ
ム
パ
ッ

ク
そ
の
も
の
が
今
回
の
「
五
輪
支
援
・
韓
国
海
域
作

戦
」
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

▼
八
月
十
入
日
か
ら
沖
縄
の
海
兵
隊
と
海
・
空
の

「
防
空
・
対
地
支
援
」
統
合
演
習
と
、
同
海
兵
航
空

隊
と
航
空
自
衛
隊
の
米
日
共
同
空
中
戦
演
習
が
沖
縄

一
帯
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
「
ソ
ウ
ル
五
輪
有

事
」
を
想
定
し
た
も
の
で
、
デ
ー
ピ
ス
在
日
米
軍
司

令
官
は
「
必
要
な
ら
ば
在
日
、
在
比
米
軍
の
派
遣
も

あ
り
う
る
」
と
語
っ
て
お
り
、
航
空
自
衛
隊
西
部
方

面
隊
の
庄
司
令
官
は
、
自
衛
隊
も
臨
戦
体
制
に
入
っ

,
 

て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
°

▼
そ
し
て
い
よ
い
よ
、
九
月
二
十
八
日
か
ら
二
週

間
、
日
本
の
海
上
自
衛
隊
も
参
加
す
る
。
こ
の
「
史

上
空
前
規
模
」
の
演
習
に
は
米
軍
と
の
共
同
演
習
も

含
ま
れ
て
お
り
、
事
実
上
の
米
日
韓
共
同
演
習
が
日

本
海
を
主
舞
台
に
日
本
全
域
で
展
開
さ
れ
る
。
参
加

兵
力
は
三
万
。
海
自
と
空
自
の
航
空
機
二
百
機
、
潜

水
艦
を
含
め
て
大
湊
か
ら
横
須
賀
、
佐
世
保
ま
で
全

艦
艇
百
七
十
隻
が
総
動
員
さ
れ
、
海
幕
長
が
直
接
指

揮
を
と
る
と
い
う
。

▼
時
を
同
じ
く
し
て
、
海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
隊

は
対
馬
海
峡
を
含
め
た
「
海
峡
封
鎖
作
戦
」
態
勢
を

固
め
て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
第
二
戦
線
が
開
か
れ
る
時

の
焦
点
は
「
朝
鮮
半
島
へ
の
上
陸
」
だ
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。

ソ
ウ
ル
五
輪
へ
の
「
テ
ロ
」
に
こ
れ
だ
け
の
「
史

上
最
大
」
の
軍
事
展
開
が
必
要
だ
と
か
、
「
北
朝
鮮

が
戦
争
で
ソ
ウ
ル
五
輪
を
阻
止
す
る
」
と
思
う
人
は

い
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
米
日
韓
共
同
の
軍
事
行
動
の
狙
い
は

何
か
？
「
テ
ロ
防
止
」
に
名
を
か
り
た
喋
霰
権
へ
の

テ
コ
入
れ
、
民
主
化
勢
力
及
び
北
朝
鮮
へ
の
威
嚇
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
真
の
狙
い
は
、
今
後
の
駐

韓
米
軍
撤
退
に
備
え
た
米
日
韓
軍
事
一
体
化
に
あ
り
、

そ
の
焦
点
は
日
本
の
役
割
の
増
大
・
確
立
に
あ
る
と

い
う
指
摘
に
こ
そ
真
実
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
九
八
八
年
九
月
一

0
日
発
行

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
全
国
運
動

〒
一
五
（
）
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
i
九
パ
J9
、

青
山
五
（
）
ニ
ト
マ
喰
い
虫
社

0

0
三
（
四
九
八
）
六
（
）
九
王

（
）
四
四
（
六
三
）
五
一
（
ニ

反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
置
親
集
委
員
会

一
(
)
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
 O
Lf
)
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＊
逗
集

＊
定
価

月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
増
刊
号
一

入
港
し
た
ら
す
ぐ
に
緊
急
レ
ポ
ー
ト
の
増
刊
号
を
、

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。
母
港
化
を
め
ぐ
っ
て
し

だ
い
に
煮
詰
ま
っ
て
い
く
事
態
、
と
く
に
自
治
体
を

土
俵
に
し
た
せ
め
ぎ
あ
い
が
、
マ
ス
コ
ミ
で
は
ど
う

し
て
も
ロ
ー
カ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
扱
い
で
全
国
の
皆
さ

ん
に
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
連
日
の
行
動
で
さ
す
が
に
疲

れ
て
、
発
行
予
定
が
一
週
間
近
く
遅
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
お
ま
け
に
中
身
も
（
韓
桂
玉
さ
ん
の
論
文
は

も
ち
ろ
ん
別
と
し
て
）
だ
い
ぶ
お
ざ
な
り
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
な
あ
、
と
反
省
し
き
り
。
「
増
刊

号
一
の
価
値
は
あ
る
の
か
し
ら
ん
。

予
定
の
原
稿
を
ま
た
ま
た
積
み
残
し
て
し
ま
い
ま

し

た

が

、

次

に

は

必

ず

。

（

た

）

■絹
集
後
記

■


